
 

8:30 開場・受付

9:30 【開会式】

挨　拶： 浜松市長・財団法人救急振興財団理事長

紹　介： 消防庁・厚生労働省・静岡県・社団法人日本医師会・一般社団法人日本救急医学会

一般社団法人日本臨床救急医学会・全国消防長会・財団法人全国市町村振興協会

社団法人静岡県医師会・社団法人浜松医師会・社団法人浜北医師会・社団法人浜名医師会

社団法人引佐郡医師会・社団法人磐周医師会

祝　辞： 消防庁長官・静岡県知事・一般社団法人日本救急医学会代表理事

報　告： 全国救急隊員シンポジウム運営委員長

【特別記念討論】 （９０分）

　「救急救命士制度」２０年の歩みと今後の展望

横田　順一朗（市立堺病院）

山本　保博（救急振興財団）
海老原　諭（消防庁）

佐藤　栄一（厚生労働省）

古井 秀之（北九州市消防局）

前島　貴之（川崎市消防局）

【市民公開講座（一般公開）】 （６０分） 【ミニレクチャー　Ⅰ】 （６０分） 【ミニレクチャー　Ⅱ】 （６０分） 【一般発表　１】 （６０分） 【一般発表　２】 （６０分） 【一般発表　３】 （６０分） 【一般発表　４】 （６０分）

第1部： 「救える命 つながる命」

講　師： 川﨑　眞弓（命のバトン） 講　師： 山口　芳裕（杏林大学） 【ミニレクチャー　Ⅲ】 （５０分） 講　師： 丸山　富夫 座　長： 加藤 晃一（伊東市消防本部） 座　長： 鈴木 久仁彦（浜松市消防局） 座　長： 成瀬 廣高（磐田市消防本部） 座　長： 伊藤 正美（島田市消防本部）

司　会： 金澤 文男 （神戸市消防局法令研究部顧問 助言者： 吉野 篤人（浜松医科大学） 助言者： 松井 直樹（磐田市立総合病院） 助言者： 東岡 宏明

第2部： 「心停止の予防と （双葉地方広域市町村圏 丸山富夫 法律事務所） 発表者： 渡部 和也（堺市消防局） 助言者： 田中 茂（総合病院聖隷浜松病院） 発表者： 畠山 光（気仙沼・本吉地域 （静岡済生会総合病院）

司　会： 福井 豊（神戸市消防局） (4名) 林 圭一（京都市消防局） 発表者： 向井 良浩（相楽中部消防 (4名) 発表者： 豊里 恭一（東京消防庁）

　講　師：　 輿水 健治（埼玉医科大学） 講　師： 有賀　徹（昭和大学） 彦坂 朋子（東京防災救急協会 (4名) 菅野 忠司（仙台市消防局） (4名) 青木 卓真（豊明市消防本部）

講　師： 海老原　諭（消防庁） 喜熨斗 千織（川崎市消防局） 戸来 達也（花巻市消防本部） 倉田 幸司（高槻市消防本部）

司　会： 加藤 奈央 講　師： 長谷川　学（消防庁） 前畑 真一（鳥取県西部 中村 美由紀（福岡市消防局） 仲山 智士（浜松市消防局） 大原 正守（浜松市消防局）

司　会： 荒井　伸幸（東京消防庁） 小原 正樹（豊橋市消防本部）

13:20

13:30

13:40

【教育講演】 （９０分） 【ワークショップ】 （６０分） 【スキルトレーニング　Ⅰ】 （１７０分） 【パネルディスカッション　Ⅰ】 （９０分） 【一般発表　５】 （９０分） 【一般発表　６】 （９０分） 【一般発表　７】 （９０分） 【一般発表　８】 （９０分）

講　師： 佐藤　栄一（厚生労働省） 座　長： 山本　保博（東京臨海病院） 座　長： 座　長： 柴田 剛弘（湖西市消防本部） 座　長： 渡辺 肇（沼津市消防本部） 座　長： 相馬 和男（下田地区消防組合 座　長： 石川 博道（富士宮市消防本部）

講　師： 長谷川　学（消防庁） パネリスト： 小井土　雄一 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 坂本　哲也（帝京大学） 助言者： 加藤 俊哉（浜松医療センター） 助言者： 早野 大輔（沼津市立病院） 助言者： 中田 託郎（静岡赤十字病院）

司　会： 三宅 亮臣（岡山市消防局） （災害医療センター） 講　師： 竹中 ゆかり（救急救命九州研修所） 小谷　知也（消防庁） 発表者： 河野 道明（所沢市消防本部） 発表者： 加藤  雄二（川崎市消防局） 助言者： 卯津羅 雅彦 発表者： 川畑 梨央（北九州市消防局）

秋冨　慎司 講　師： 畑中 哲生（救急救命九州研修所） ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： (7名) 玉田 陽一（浜松市消防局） (7名) 堀井 勉（田方消防本部） （順天堂大学静岡病院） (7名) 殿村 博昭（神戸市消防局）

（岩手医科大学） 講　師： 田中 仁（救急救命九州研修所） 相澤 勉（仙台市消防局） 小川 美樹（草加市消防本部） 澤井 秀明（浜松市消防局） 発表者： 西村 基史（中和広域消防組合） 関根 和弘（野田市消防本部）

志賀　寧 疋田 真（岡山市消防局） 佐藤 卓也（沼津市消防本部） 田端 隆司（千葉市消防局） (7名) 久徳 徹朗（泉佐野市消防本部） 西本 幸夫（広島市消防局）

（塩釜地区消防事務組合） 講　師： 南 浩一郎（救急救命東京研修所） 豊島 裕（新潟市消防局） 大橋 美紀（大垣消防組合） 津島 秀和（静岡市消防局） 稲垣 鎮（福知山市消防本部） 鈴木 健太（袋井市森町広域

 野沢　浩二 講　師： 尾方 純一（救急救命東京研修所） 天野 尽（三郷市消防本部） 木原 健雄（下関市消防局） 野々村 淳（京都市消防局） 粂 良太（姫路市消防局）

（宮古地区広域行政組合） 講　師： 横山 徹（救急救命東京研修所） 佐藤 浩三（米沢市消防本部） 小池 勝己（柏崎市消防本部） 高橋 邦成（浜松市消防局） 大西 昌亮（札幌市消防局） 長谷井 浩（岡山市消防局）

高橋 智彦（豊中市消防本部） 豊田 英士（杵築速見消防組合）

指導者： 板山 隆志（救急救命九州研修所） 松村 和大（東京消防庁）

指導者： 立岩 修（救急救命九州研修所）

指導者： 松本 太（救急救命九州研修所）

指導者： 野村 修（救急救命九州研修所）

【シンポジウム　Ⅰ】 （９０分） 【デモンストレーション】 （９０分） 指導者： 瀬川 司朗（救急救命九州研修所） 【パネルディスカッション　Ⅱ】 （９０分） 【一般発表　９】 （９０分） 【一般発表　１０】 （９０分） 【一般発表　１１】 （９０分） 【一般発表　１２】 （９０分）

指導者： 手塚 隆文（救急救命九州研修所）

指導者： 山本  孝（救急救命東京研修所）

指導者： 内山 和也（救急救命東京研修所）

座　長： 安藤 正人（堺市消防局） 講　師： 指導者： 柏原 研（救急救命東京研修所） 座　長： 山口 誠（千葉市消防局） 座　長： 松川 浩（南信州広域連合 座　長： 今泉 和弘（豊橋市消防本部） 座　長： 吉田 正（茨城西南地方広域 座　長： 川﨑 信夫（小樽市消防本部）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 行岡　哲男（東京医科大学） ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 益子　邦洋 指導者： 萩原 康雄（救急救命東京研修所） ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 大友 康裕（東京医科歯科大学） 助言者： 鈴木 伸行（豊橋市民病院） 助言者： 丹野 克俊（札幌医科大学）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ： 松田 潔（山梨県立中央病院） 指導者： 塩野目 淑（救急救命東京研修所） ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： 内田 元高（東京消防庁） 助言者： 神頭 定彦（飯田市立病院） 発表者： 岸 成典（小田原市消防本部） 助言者： 立石 順久（久喜総合病院） 発表者： 砂山 賢二（東京消防庁）

稲田 眞治 司　会： 夏目 浩稔（掛川市消防本部） 佐々木 千寿（海上保安庁） 発表者： 酒井 慶太（京都市消防局） (7名) 梅田 智子（福岡市消防局） 発表者： 伊藤 博（出雲市消防本部） (7名) 亀田 賢（吹田市消防本部）

（名古屋第二赤十字病院） 実演展示： 大林 幹夫他１０名 司　会： 家田 浩一（相模原市消防局） 加古 嘉信（京都府警察本部） (7名) 村上 和昭（松山市消防局） 森 俊介（神戸市消防局） (7名) 内田 聖人（羽咋郡市広域圏 松山 千恵美（草加市消防本部）

伊藤 幹（札幌市消防局） （浜松市消防局） 瀧本 欽一 池ヶ谷 静夫（藤枝市消防本部） 八櫛 徳二郎（東京消防庁） 三宅 秀明（岡山市消防局）

村越 正文 佐藤 潤他１５名 （航空自衛隊航空機動衛生隊） 望月 政孝（富士市消防本部） 山本 健一郎（岡山市消防局） 山内 則男（堺市消防局） 丹羽 一晃（海部東部消防組合）

（さいたま市消防局） （沼津市消防本部） 澁谷 多佳子（石巻赤十字病院） 神谷 泰人（可茂消防事務組合） 新倉 哲夫（愛川町消防本部） 清宮 崇文（さいたま市消防局） 手嶋 努（佐賀広域消防局）

髙瀨 忠（北九州市消防局） 外山 智之（東京消防庁） 高橋 憲一（川崎市消防局） 浅野 良明（新潟市消防局） 山田  敬一（横浜市消防局） 渡部 いづみ （東京消防庁）

松井 浩之（高槻市消防本部） 寺田 裕輝（静岡市消防局） 柳生 正樹（京田辺市消防本部）

17:00 内田 貴則（熊本市消防局）

「救急救命士制度
２０年の歩みを

振り返って」

【パネル展示】

１０：００から

～二十歳
は た ち

の誓いを浜松から～

展示イベントホール

パネル・ポスター
展示会場

【ポスター展示】
第７会場（６２研修交流室）

（日本医科大学千葉北総病院）

パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー

終
日
展
示

～若年の隊員から管理職員まで

幅広い職種が救急の基礎を学ぶ～

事前準備（２0分）

16:30
事務組合消防本部）

行政組合袋井消防本部）

市町村圏事務組合消防本部）

一般発表１００演題

「『命のバトン』をつなげよう」 「活動研究・検証１」
被ばく傷病者対応時の留意点」

（袋井市森町広域行政

12:20

大ホール 中ホール

収容人員２８６人収容人員１８０人
第５会場（４３会議室）

江原 浩仁（東京消防庁）

休　　憩（１０分）

下田消防本部）

水野 晋一（東京消防庁）

休     憩 （20分）

「ＰＡ連携の現状と課題」 「応急手当２」

収容人員１２６人

組合消防本部）

「救急業務管理講座」

～苦情・クレーム対応を考える～
「応急手当１ 」

 「CPCR（心肺脳蘇生法）」

【 事 前 準 備 含 】

「災害時における救急業務のあり方」

第１会場
収容人員２５２人

第８会場（音楽工房ﾎｰﾙ）

「ＭＣにおける救急隊員の

第２０回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム

開会式会場（大ホール）
第１会場：収容人員２，３３６人 第２０回全国救急隊員シンポジウム

［メインテーマ］

研修交流センター

〔アクトシティ浜松〕

平成２４年２月２日（木）・３日（金）

パネリスト：

12:00

第６会場（４４会議室）

座　長：

パネリスト：

パネリスト：
アドバイザー

パネリスト：

“２０年の歩みをこれからの救命の決意に！！”

広域行政管理組合消防局）

広域行政事務組合消防本部）

「症例２」 「資器材活用・研究・開発」「活動研究・検証４」

「活動研究・検証３」 「教育・訓練１」

組合消防本部）

「症例１」

「活動研究・検証２」

「調査研究２」

10:15
休     憩 （15分）

14:40

15:30

収容人員４４８人収容人員１，０３０人
第４会場（４１会議室）

「救急現場における訴訟問題」

12:40

15:10

10:30

「救急救命士の処置範囲拡大について」

収容人員２，３３６人
第３会場（３１会議室）

組合袋井消防本部）

コ　　ン　　グ　　レ　　ス　　セ　　ン　　タ　　ー

休     憩 （20分）

第２会場
収容人員５６０人

「調査研究１」

《東京消防庁》）

「放射線における基礎知識と

応急手当について」

休     憩 （20分）

休　　　　　憩（５０分）

飯田広域消防本部）

2日目事前準備（30分）

休       憩 （20分）

「消防・医療におけるヘリ連携」  「救急救命士のコラボレーション」
教育体制の課題と展望」

早川　達也（聖隷三方原病院）

（１日目） 



【パネルディスカッション　Ⅲ】 （９０分） 【シンポジウム　Ⅱ】 （９０分） 【スキルトレーニング　Ⅱ】 （９０分） 【シンポジウム　Ⅲ】 （９０分） 【一般発表　１３】 （９０分） 【一般発表　１４】 （９０分） 【一般発表　１５】 （９０分） 【一般発表　１６】 （９０分）

座　長： 森田 聖二(名古屋市消防局） 座　長： 竹内 哲夫（札幌市消防局） 講　師： 植田　育也 座　長： 座　長： 田中 信一（川崎市消防局） 座　長： 吉川 実（宇都宮市消防本部） 座　長： 三橋 啓一 座　長： 古財 敏行

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 氏家 良人（岡山大学） ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 長谷川　学（消防庁） （静岡県立こども病院） ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ： 谷川　攻一（広島大学） 助言者： 和田 崇文 助言者： 宮武 諭（済生会宇都宮病院） （救急救命九州研修所）

久保田 勝明 ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ： 溝端 康光（大阪市立大学） 司　会： 上田　和徳（静岡市消防局） ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ： 瀧澤 秀行（東京消防庁） （聖マリアンナ医科大学） 発表者： 鎌田 雅之（浜松市消防局） 助言者： 山田 賢治 助言者： 山浦 資智

（消防技術政策室） 下枝 昌司（横浜市消防局） 指導者： 志賀 一博（聖隷三方原病院） 古川 徹（京都市消防局） 発表者： 太田 道泰（岡山市消防局） (7名) 三宅 正洋（神戸市消防局） （救急救命九州研修所）

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： 小倉 真治（岐阜大学大学院） 角石 登志和（福岡市消防局） 山内 豊浩（静岡県立こども病院） 牟禮 里義（松山市消防局） (7名) 川崎 優介（北九州市消防局） 八幡 貴紀（湖南広域消防局） 発表者： 鵜澤 尚久（千葉市消防局） 発表者： 鈴木 明人（埼玉県消防学校）

尾山 高生 坂本 剛（千葉市消防局） 相澤 充則（富山市消防局） 飯村 弘（土浦市消防本部） 藤田 啓貴（袋井市森町広域 (7名) 渡邉 邦子（京都市消防局） (7名) 岸 信明（横須賀市消防局）

（奈良県消防救急課） 新盛 和久 米沢 隆宏（豊中市消防本部） 原田 卓（南信州広域連合 大﨑 聖敏（大津市消防局） 伊澤 幸司（千葉県消防学校）

川原 省太（東京消防庁） （薩摩川内市消防局） 片桐 豊登（村山市消防本部） 八木 裕樹（浜松市消防局） 石井 洋輔（神戸市消防局） 榊原 麻美（沼津市消防本部）

渡部 和也（堺市消防局） 近藤 貴司 佐久間 健太（東京消防庁） 青木 一成（松本広域消防局） 太田 充俊（堺市消防局） 鈴木 敦（衣浦東部広域

西岡 和男（熊本市消防局） （東近江行政組合消防本部） 山崎 真吾（印西地区消防組合） 渋谷 純（焼津市消防防災局） 榛村 裕二（掛川市消防本部）

玉作 秀二（金沢市消防局） 安里 由美子（ニライ消防本部） 森下 善弘（御前崎市消防本部） 猿田 純夫（水戸市消防本部）

小田 裕昭（所沢市消防本部）

【特別総合討論】 （９０分）

座　長　： 横田　裕行（日本医科大学）

総合アドバイザー：

有賀　徹（昭和大学）

ディスカッサント：

鈴川　正之（自治医科大学）

太田　邦雄（金沢大学）

郡山　一明

（救急救命九州研修所）

海老原　諭（消防庁）

佐藤　栄一（厚生労働省）

志手 隆之（大阪市消防局）

鵜久森 政則（松山市消防局）

高橋 広

（岩見沢地区消防事務組合）

12:20

12:25 【閉会式】

総　括　： 全国救急隊員シンポジウム

運営委員長

挨　拶　： 浜松市消防長

12:40 岡山市消防局長

9:00

10:30

10:50

大ホール
第１会場

行政組合袋井消防本部）

次期開催地：

開催地：

第３会場（３１会議室）

スキルトレーニング」

休       憩  （20分）

 「小児救命処置における

収容人員１，０３０人

山﨑 昌弘（広島市消防局）

収容人員４４８人

「応急手当普及啓発活動」

8:30

「更なる救命率向上へ向けての決意」

 「搬送受入体制」

開     場

「救急車適正利用に向けて」

15:00まで

パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー

終
日
展
示

確立に向けて～

0
収容人員２，３３６人 収容人員１２６人 収容人員２５２人

第７会場（６２研修交流室）
収容人員２８６人収容人員１８０人

第４会場（４１会議室）
中ホール コ　　ン　　グ　　レ　　ス　　セ　　ン　　タ　　ー 研修交流センター

第２０回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム

【ポスター展示】
第８会場（音楽工房ﾎｰﾙ）

～強固で質の高い『救命の連鎖』

収容人員５６０人

飯田広域消防本部）

「活動研究・検証５」 「教育・訓練２」

（救急救命東京研修所）

（救急救命東京研修所）

「特異症例」

連合消防局）

第２会場

「症例３」

第６会場（４４会議室）第５会場（４３会議室）

（２日目） 
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